
　びまん性大細胞型B細胞リン 腫(DLBCL)は代表的なB細胞リンパ腫で、EBV陽性例は
予後不良である。申請者は、血液腫瘍抑制因子BTB and CNChomology2 (BACH2)に着目
し、EBV陽性と陰性例での比較検討を行った。EBV陽性DLBCL23例とEBV陰性DLBCL43例の
検討結果から、EBV陽性例でBACH2発現が有意に低下しており、BACH2の発現傾向と予後
に有意な差を見いだした。BACH2遺伝子導入FL-18-EB（EBV陽性細胞株）では、pTAK1の
発現は低下し、p65の核集積抑制が見られた。臨床例でBACH2陰性例はpTAK1陽性を示
し、p65、p50、p52は有意に核で陽性を示した。以上より、EBV陽性DLBCLの多くは
BACH2陰性で、BACH2発現低下は、TAK1リン酸化を介したNF-kB経路の活性化に寄与する
ことを示した点は評価できる。 
　よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
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